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症 例

上顎大臼歯遠心移動に歯科矯正用アンカースクリューを用いた
下顎側切歯の先天欠如治療例

小 林 武 裕 2）　　村 林 　 学 1）　　竹 内 　 綾 1）　　北 井 則 行 1）

Treatment of a case with congenitally missing lower incisor using 
orthodontic anchored screws for upper molar distal movement

KOBAYASHI TAKEHIRO2）, MURABAYASHI MANABU1）, TAKEUCHI AYA1）, KITAI NORIYUKI1）

本症例は，上顎前歯部叢生と下顎右側側切歯の先天欠如を伴う骨格性Ⅰ級と診断された 25 歳 2 か月の女
性に対して，上下顎歯にプリアジャストエッジワイズ装置と上顎臼歯の遠心移動を目的に歯科矯正用アン
カースクリューを用い，上下顎非抜歯で矯正歯科治療を行った．その結果，1歯対 2歯の咬合関係を確立し，
良好なオーバージェット，オーバーバイト，緊密な咬頭嵌合および良好な側貌が得られた．保定開始から 2
年 2か月を経過した後も，安定した咬合関係を保っており，患者の充分な満足が得られた．

キーワード：Three incisor，歯科矯正用アンカースクリュー

The present report describes the orthodontic treatment in a 25-year-2-month-old female with skeletal 
Class I with upper anterior crowding and congenitally missing lower incisor. The orthodontics treatment 
used orthodontic anchored screws and a pre-adjusted edgewise appliance. As a result, a Class I molar rela-
tionship with ideal overjet and overbite, tight interdigitation, and satisfactory facial profi le were achieved 
during treatment. After a retention period of 2 years 2 months, the occlusion remained stable and the 
patient was fully satisfi ed with the treatment results.
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緒 言

先天欠如歯を伴う症例の矯正歯科治療については，欠
損部位によりさまざまな治療方針が報告されている1-3）．
先天欠如歯の部位としては，下顎側切歯が下顎第二小臼
歯に次いで二番目に多い部位であると報告されている4, 5）．
しかし，下顎切歯一本の先天欠如症例についての矯正歯
科治療方法は，いまだに確立されていない．下顎欠損部
の切歯の補綴処置を行わず，すなわち下顎 three incisor
として排列する症例では，アンテリアレイシオが小さいこ
とから，上顎前歯のストリッピングが必要となる．しかし，
ストリッピング量には限界があるため，オーバージェット

を適切な値にするためには，ストリッピングに加えて他の
方法が必要である．
一方，歯科矯正用アンカースクリューの出現により，
大臼歯の加強固定だけでなく，圧下 6）や遠心移動 7）な
ど今まで顎外固定装置が必要とされてきた移動が可能
になった 8）．そのため，患者の協力度に依存すること
なく，治療計画を立案することができるようになった．
われわれは，過大なオーバージェットと下顎右側側切
歯の先天欠如を伴う症例に対して，プリアジャストエッ
ジワイズ装置と上顎に歯科矯正用アンカースクリュー
を用い，上顎歯列を遠心移動することにより非抜歯に
て良好な治療結果を得ることができたため報告する．
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きかった．歯系については， U1-SN は 103.0°で標準
範囲内であった．L1-FHは 65.5°は 1 S.D. を超えて大
きく，L1-Mp は 1 S.D. 内舌側傾斜であった．軟組織
側貌所見では E-line に対して上唇は 3.0mm，下唇は
2.0mm後方に位置していた．
ⅲ）垂直方向
SN-Mp は 34.5°，Go.A は 119.0°とともに標準範囲
内でアベレージアングルであった．

2．診断
下顎右側側切歯の先天欠如と過大なオーバージェッ
トおよび上顎前歯部の叢生を伴う骨格性Ⅰ級，Angle
Ⅰ級，アベレージアングル症例であると診断した．

3．治療方針（図 4）
下顎中切歯歯軸傾斜角が舌側傾斜であることと側貌
が直線型であり E-line より上下口唇とも後方に位置
していたため非抜歯にて排列を行うこととした．上下
顎にプリアジャストエッジワイズ装置を装着し，上顎
両側第三大臼歯の抜去後，上顎第一大臼歯・上顎第二
大臼歯間の両側頬側歯槽骨に歯科矯正用アンカースク
リューを埋入し，ロングフックを使用し上顎右側を
2.0mm遠心移動させることとした．同時に，上顎前
歯を 3.0mmストリッピングし，上下顎歯の排列，ス
ペースの閉鎖および咬合の緊密化を図ることとした． 
左側の犬歯・小臼歯関係は維持することとした．

4．治療経過（図 4，5）
治療方針に基づき，25 歳 2 か月時，上下顎歯列に
プリアジャストエッジワイズ装置を装着し，上下顎歯
のレベリングを開始した．25 歳 6 か月時，上顎両側
第三大臼歯の抜去を行った．27 歳 8 か月時，上顎第
一大臼歯・上顎第二大臼歯間の両側頬側歯槽骨に歯科
矯正用アンカースクリューを埋入，ロングフックを上
顎犬歯遠心に装着し上顎大臼歯の遠心移動を開始し
た．同時に，上顎前歯のストリッピングを行った．28
歳 8 か月時，動的治療を終了し，保定を開始した．保
定装置として，上顎にラップアラウンドリテーナーと
リンガルボンディングリテーナー，下顎にリンガルボ
ンディングリテーナーを装着した．

5．治療結果
1）顔面所見（図 1B）
動的治療終了後，初診時と比較して正面観と側面観
に著しい変化は認められなかった．
2）口腔内所見（図 2-1B，2B，図 6）
オーバージェットは＋4.2mmから＋3.0mmへと変

症 例

患者は初診時年齢 25 歳 2 か月の女性で，上顎前歯
のガタガタを主訴として来院した．家族歴と既往歴に
は，特記すべき事項は認められなかった．

1．症例分析
1）顔貌所見（図 1A）
正面観は左右対称，側面観は直線型であった．

2）口腔内所見（図 2-1A，2-2A）
上顎右側側切歯の口蓋側転位，上顎右側犬歯の低位
唇側転位を認め，上顎前歯部は軽度の叢生を示した．
下顎右側側切歯は先天欠如を認めた．右側Ⅱ級の犬歯
関係，左側は軽度にⅢ級の犬歯関係を示し，オーバー
ジェットは4.5mm，オーバーバイトは1.5mmであった．
3）模型分析所見
上顎中切歯と上顎第一小臼歯の歯冠幅径は，標準範

囲内であった．上顎側切歯，上下顎犬歯，上下顎第二
小臼歯および下顎第一大臼歯の歯冠幅径は，1S.D. を
超えて大きかった．上下顎第一小臼歯は，2S.D. を超
えて大きかった．上顎歯列弓長径は 38.0mm，上顎基
底弓長径は 34.0mmで 1S.D. を超えて大きかった．上
顎歯列弓幅径は 45.0mmで 1S.D. を超えて大きく，上
顎基底弓幅径は 43.0mmで標準範囲内であった．下顎
歯列弓長径は 33.0mm，下顎基底弓長径は 29.0mmで
標準範囲内であった．下顎歯列弓幅径は 39.0mm で
1S.D. を超えて大きく，上顎基底弓幅径は 40.0mmで
標準範囲内であった．上顎犬歯間幅径は 36.5mm，下
顎犬歯間幅径は 27.6mm であった．アーチレングス
ディスクレパンシーは上顎 -2.2mm，下顎 -0.8mm，
アンテリアレイシオは 6S.D. を超えて小さかった．
4）パノラマエックス線写真所見（図 3A）
第二大臼歯までのすべての永久歯歯数に過不足はな

く，上顎両側第三大臼歯の埋伏を認めた． 
5）手根骨所見
拇指尺側種子骨の発現を認めた．

6）頭部エックス線規格写真所見
ⅰ）水平方向
上下顎骨の正中は顔面正中に一致していた．上顎歯

列正中は顔面正中に一致していた．
ⅱ）前後方向（表 1）
標準値と比較すると骨格系に関しては，SNA角は

80.0°，SNB角は 77.5°，ANB角は +2.5°でともに標準
範囲内で骨格性Ⅰ級であった．上顎骨前後径A’-Ptm’ 
/PP は 54.0mmで 1S.D. を超えて大きかった．下顎枝
長Ar-Go は 55.0mmで 2S.D. を超えて大きかった．下
顎骨骨体長Ar-Me は 115.5mm で 1 S.D. を超えて大
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図 1　顔面写真
A：初診時（25 歳 2 か月）　　B：動的治療終了時（28 歳 8 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（30 歳 10 か月）

図 2-1　口腔内写真（正面観，側面観）
A：初診時（25 歳 2 か月）　　B：動的治療終了時（28 歳 8 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（30 歳 10 か月）

A

B

C

A B C
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図 2-2　口腔内写真（咬合面観）
A：初診時（25 歳 2 か月）　　B：動的治療終了時（28 歳 8 か月）　　C：保定開始後 2年 2か月時（30 歳 10 か月）

図 3　パノラマエックス線写真
A：初診時（25 歳 2 か月）
B：動的治療終了時（28 歳 8 か月）
C：保定開始後 2年 2か月時（30 歳 10 か月）

A

B

C

C

B

A

化し，オーバーバイトは +1.5mm から +2.0mm へと
変化した．右側犬歯・臼歯はⅠ級関係を左側犬歯・臼
歯は軽度のⅢ級を示した．
3）模型分析所見
動的治療終了後，初診時と比較して，上顎犬歯間幅
径は 36.5mmから 36.7mm，上顎歯列弓長径は 38.0mm
から 41.5mm，上顎歯列弓幅径は 45.0mmから 46.0mm
と変化した．下顎犬歯間幅径は23.6mmと変化しなかっ
た．下顎歯列幅径は35.4mmから34.5mmへと変化した．
下顎歯列弓長径は 33.0mmから 35.0mmへ変化した。
4）パノラマエックス線写真所見（図 3B）
パノラマエックス線写真所見により歯根の平行性は
良好であり，歯根吸収も認められなかった． 
5）頭部エックス線規格写真所見（図 7A，8A，表 1）
ⅰ）水平方向の変化
上下顎骨の正中・上下顎歯列の正中ともに変化なく
顔面正中に一致していた．
ⅱ）前後方向の変化
動的治療終了時の骨格系は，SNA角は 80.0°，SNB

角は 77.5°，ANB角は +2.5°でともに標準範囲内で変
化はなかった．上顎骨前後 A’-Ptm’ /PP は 54.0mm
で 1 S.D. を超えて大きかった．下顎骨骨体長Ar-Me
は 115.5mmで 1 S.D. を超えて大きかった．下顎枝長
Ar-Go は 55.0mmで 2S.D. を超えて大きかった．歯系
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図 4　遠心移動のメカニクス

図 5　歯科矯正用アンカースクリューを用いた遠心移動
　　　 A：右側　　B：左側

について，U1-SN は 103.0°から 101.5°へ変化し標準
範囲内であった .FMIA は 65.5°から 61.5°へ変化し，
IMPAは91.0°から95.0°へ変化し標準範囲内であった．
軟組織側貌所見では E-line に対して上唇は 3.0mmか
ら 4.0mmに，下唇は 2.0mmから 2.5mmに後退した．
ⅲ）垂直方向の変化
初診時と比較して，下顎下縁平面角は 34.5°，下顎

角は 119.0°とともに変化せず，標準範囲内であった．
ⅳ）保定後の安定
現在，保定開始後 2年 2 か月を経過した資料では，

動的治療終了時資料と比較して，骨格や顔貌に変化
は認められず安定している．（図 1C，図 2-1C，図
2-2C，図 3C，表 1）

BA

1S.D 小＃　　1S.D 大＊　　2S.D 大＊＊

表 1　側面位頭部エックス線規格写真計測値

図 6　オーバージェットの変化
A：初診時（25 歳 2 か月）
B：動的治療中（26 歳 2 か月）
C：遠心移動終了時（28 歳 6 か月）

CBA
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考 察

本症例では，下顎右側側切歯先天欠如，上顎前歯部
叢生，右側犬歯部Ⅱ級関係および過大なオーバージェッ
トが認められた．先天欠如部位の治療として，歯列に
スペースがあれば欠損部にスペースを集めて補綴処置
を行うことが望ましく，他歯の切削が不要であるインプ
ラントによる補綴処置が推奨されている 9）．しかし，補
綴処置を行うには，側切歯 1本分のスペースがなけれ
ばならないため，スペースが不足している場合は下顎
中切歯歯軸の唇側傾斜が許容される症例に限定される．
さらに，インプラントによる外科的侵襲を伴うことがデ
メリットである．本症例では，下顎右側側切歯の先天
欠如部位のスペースは完全に閉鎖していた．そのため，
補綴スペースを獲得するのは困難であると考え，下顎
切歯部を three incisorとして排列することを計画した．

下顎の three incisor 症例では，アンテリアレイシ
オが小さくなることが多く，上顎前歯のストリッピン
グが必要となる 10）．本症例で，アンテリアレイシオの
不調和を改善するためには，上顎前歯のストリッピン
グ量を約 6.0mm，一隣接面当たり 0.5mm削る必要が
あった．しかし，歯の削除量については，エナメル質
内の厚みの半分程度で，一隣接面当たり 0.25mm以内
が望ましいとされている 9, 11）．そこで，本症例では，
ストリッピングを最大限まで行うこととし，削除量は
0.25mm × 6 歯（12 隣接面）の約 3.0mm とした．本
症例では，オーバージェットを適切にするために，ス
トリッピングに加えて，犬歯・大臼歯関係を軽度のⅢ
級にしてオーバージェットを改善することとした．左
側犬歯は現状のままⅢ級関係を維持し，右側犬歯はⅡ
級関係であったため小臼歯を抜去して大臼歯Ⅱ級仕上
げにする方法も考えられた．右側を非抜歯で治療する
場合，上顎右側大臼歯の遠心移動量は 2.0mmであっ
たため，歯科矯正用アンカースクリューを使用すれば
右側大臼歯は遠心移動できると判断し非抜歯で治療す
ることとした．Ⅱ級ゴムを併用することも考えられた
が，Ⅱ級ゴムは上顎前歯を挺出する作用があり 12），本
症例では，上顎前歯の露出量を考慮しこれ以上の上顎
前歯の挺出は避けるべきであると判断し，Ⅱ級ゴムを
併用しないこととした．
本症例では，上顎中切歯歯軸傾斜角度は標準範囲で
あり，上顎前歯を口蓋側傾斜させないように上顎大臼
歯を遠心移動するために，上顎大臼歯頬側に埋入した
歯科矯正用アンカースクリューとロングフックを使用
した．歯科矯正用アンカースクリューと牽引用フック
を用いて上顎大臼歯の遠心移動を行った報告では，24
症例の平均が , 歯冠で 2.8mm，歯根で 1.2mm移動し，
上顎前歯では 2.7mm口蓋側移動し 13），牽引用フック
の長さによって上顎前歯のトルクコントロールや圧下
が可能である 14）と報告されている．ロングフックは
上顎前歯の口蓋側移動の際，前歯の抵抗中心に近づく
ため，従来の前歯の移動と比べ，歯根尖をより口蓋側
に移動することができる 15）．そのため，本症例におい
ても上顎中切歯歯軸傾斜角度を大きく変化させること
なく，オーバージェットは 4.5mmから 3.0mmへ，オー
バーバイトは +1.5mmから +2.0mmへと改善するこ
とができた．

まとめ

本症例は，下顎右側側切歯の先天欠如と過大なオー
バージェットおよび上顎前歯部の叢生を伴う骨格性Ⅰ
級と診断された 25 歳 2 か月の女性に対して，上下顎
にプリアジャストエッジワイズ装置と上顎に歯科矯正

図 8　 側面位頭部エックス線規格写真透写図の口蓋平面お
よび下顎下縁平面での重ね合わせ

A： 初診時（25 歳 2 か月，実線）と動的治療終了時（28
歳 8 か月，破線）

B： 動的治療終了時（28 歳 8 か月，実線）と保定開始後 2
年 2か月時（30 歳 10 か月，破線）

図 7　 側面位頭部エックス線規格写真透写図の S-N 平面
での重ね合わせ

A： 初診時（25 歳 2 か月，実線）と動的治療終了時（28
歳 8 か月，破線）

B： 動的治療終了時（28 歳 8 か月，実線）と保定開始後 2
年 2か月時（30 歳 10 か月，破線）
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用アンカースクリューを用い，上下顎を非抜歯で矯正
歯科治療を行った．その結果，1歯対 2歯の咬合関係
を確立し，良好なオーバージェット，オーバーバイト，
緊密な咬頭嵌合および良好な側貌が得られた．保定開
始から 2年 2か月を経過した後も，安定した咬合関係
を保っており，患者の充分な満足が得られている．
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